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１）Obsessive Personality Trait Scale（OPTS）
　村松５）がDSM-Ⅲ-Rの強迫性人格障害の記述に準じ
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また、関連が見られなかったCM、RW、EOはそれぞ
れ一方からの汚染が見られるものの、もう一方とは
適度な自我状態が保たれており、さほど葛藤が強く
出ない適応傾向と考えられる。
　今回、強迫パーソナリティに影響が示唆された
PR、CD、BSは親からの独立を目指すゆえの反抗心
を持ちつつ（PR）も、精力性や競争心に乏しく、徹
底的に頑張るよりは負ける前に引き下がる（CD）。
そして周りに常に警戒し、脆弱な自己愛を守るため
の統制にエネルギーを費やしている（BS）と、成田
の言う「弱力型強迫性格」に類似したものと考えら
れる７）。
Ⅴ．まとめ
　本研究では、高校生の強迫パーソナリティ傾向を
DSMの強迫パーソナリティ障害の診断基準に準じて
作成されたOPTSを用いて測定し、人格適応論に基づ
いて６つの人格適応タイプの程度を測定できるJPAQ
との関連を検討した。その結果、強迫パーソナリ
ティ傾向はPRとCD、BS、RWと弱い相関が見られ
た。また、重回帰分析の結果、PRとCD、BSが強迫
パーソナリティ傾向に影響を与えていることが明ら
かとなった。
　これらの結果を人格適応論の自我状態モデルを手
がかりに考察した際、PRとCDにはPとCからの汚染
が見られ、BSにはPからの汚染とCの除外が見られ
た。青年期は第二の分離個体化の過程にあり、これ
までの親の価値観と自分自身との欲求との折り合い
を見つけ出す時期でもある。強迫パーソナリティ傾
向に影響を与えていた３つの自我状態モデルはその
折り合いをつけるための葛藤状態を表しているもの
だと考えられる。また影響力があった３つの適応タ
イプは、成田のいう「弱力型強迫性格」に類似して
いると考えられる。
課題と今後の展望
　今回は調査対象校が限定されており、横断的側面
のみを測定している。複数の高校の多様な高校生に
ついて、対象を拡大し、さらに検討必要がある。ま
た、高校生の強迫パーソナリティ傾向の様相を知る
ことはできたものの、他の発達段階期の強迫パーソ
ナリティ傾向については、また異なった発現様相の
可能性がある。したがって、今後は、さらに大学
生、成人など他の年代についても視野を広げ、さら
に検討していくことが必要である。
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